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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の洗浄情報を、洗浄作業者ごとに管理する洗浄記録管理部と、
　洗浄作業者による洗浄後の残留物の測定データを受け付ける測定データ受付部と、
　前記測定データ受付部が受け付けた測定データを、洗浄作業者ごとに管理する測定デー
タ管理部と、
　前記洗浄記録管理部が管理する洗浄履歴と、前記測定データ管理部が管理する測定デー
タにもとづいて、洗浄作業者の作業習熟度を示すスキルレベルを導出する習熟度評価部と
、
　導出した洗浄作業者のスキルレベルを、洗浄作業者の属性情報として登録する属性設定
部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡洗浄管理システム。
【請求項２】
　前記習熟度評価部は、内視鏡の機種ごとに、洗浄作業者のスキルレベルを導出する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄管理システム。
【請求項３】
　前記習熟度評価部は、属性情報として第１スキルレベルが設定されている洗浄作業者の
洗浄履歴および測定データが所定の第１条件を満たす場合に、当該洗浄作業者のスキルレ
ベルを、第２スキルレベルに変更する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡洗浄管理システム。
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【請求項４】
　前記習熟度評価部は、属性情報として第２スキルレベルが設定されている洗浄作業者の
洗浄履歴および測定データが所定の第２条件を満たさない場合に、当該洗浄作業者のスキ
ルレベルを、第１スキルレベルに変更する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡洗浄管理システム。
【請求項５】
　前記測定データ管理部が、洗浄作業者の複数回の洗浄における測定データを管理してい
る場合に、前記習熟度評価部は、スキルレベル導出時に近い時期に測定された所定数の測
定データにもとづいて、洗浄作業者のスキルレベルを導出する、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の内視鏡洗浄管理システム。
【請求項６】
　洗浄作業者に、作業手順情報を提供する作業手順提供部を、さらに備え、
　前記作業手順提供部は、洗浄作業者の属性情報として登録されているスキルレベルに応
じて、提供する作業手順情報を決定する、
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の内視鏡洗浄管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄に関する管理を行う技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　日本では１９９８年に日本消化器内視鏡学会が「消化器内視鏡機器洗浄・消毒法ガイド
ライン」を発表し、医療施設では内視鏡検査による感染を防止するために、発表されたガ
イドラインを遵守した洗浄、消毒が行われている。内視鏡の洗浄、消毒を効率的に行うた
めに、内視鏡洗浄装置を利用する医療施設は多く、内視鏡洗浄装置は、内視鏡の洗浄工程
、消毒工程、すすぎ工程を自動的に行う。
【０００３】
　特許文献１は、洗浄後の内視鏡の洗浄レベルが所定基準を満たしていないと判定した場
合に、内視鏡の再洗浄を実施する内視鏡洗浄消毒装置を開示する。この内視鏡洗浄消毒装
置は、内視鏡の洗浄レベルが所定基準を満たしていると判定されるまでに実施された洗浄
回数に応じて内視鏡の使用可能時間を設定する。内視鏡が接続された内視鏡プロセッサは
、内視鏡の洗浄が行われてからの経過時間が使用可能時間を超えている場合、内視鏡の使
用を禁止する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－７１０２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　医療機器は、滅菌・消毒カテゴリーによりクリティカル機器、セミクリティカル機器、
ノンクリティカル機器に分類されるが、内視鏡はセミクリティカル機器に属し、滅菌もし
くは高度作用消毒を要求される。そのため内視鏡洗浄装置は高度作用消毒剤であるグルタ
ルアルデヒド（ＧＡ）等の薬液を使用する。
【０００６】
　洗浄作業者は、内視鏡洗浄装置の洗浄槽に内視鏡をセットする前に、吸引・鉗子チャン
ネルの吸引洗浄、内視鏡外表面の洗浄、吸引・鉗子チャンネルのブラッシングを義務づけ
られる。内視鏡洗浄装置では高度作用消毒剤が使用されるが、内視鏡に残留している蛋白
残留物が、高度作用消毒剤の効果を落とすことが知られている。そのため洗浄作業者は内
視鏡を洗浄槽にセットする前に、患者の粘液や血液などによる蛋白残留物をマニュアル洗
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浄により可能な限り除去する必要がある。
【０００７】
　洗浄作業者のマニュアル洗浄スキルには個人差があり、また内視鏡を使用した検査の種
別によって内視鏡の汚染度は異なる。特にＥＳＤ（内視鏡的粘膜下層剥離術）ではナイフ
で病変部の周囲の粘膜を切り取るため出血を伴い、汚染度は、他の検査種別と比較して高
い。また内視鏡にも様々な機種が存在し、構造の違いから汚染しやすい箇所にも違いがあ
る。
【０００８】
　このような事情から、医療施設は、洗浄作業者の習熟度を把握し、全ての洗浄作業者の
洗浄スキルを引き上げるように努める必要がある。そこで医療施設において、個々の洗浄
作業者のマニュアル洗浄習熟度を評価する仕組みの構築が切望されている。
【０００９】
　本発明はこうした状況に鑑みなされたものであり、その目的は、洗浄作業者の洗浄業務
の習熟度を評価する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の内視鏡洗浄管理システムは、内視鏡の
洗浄情報を、洗浄作業者ごとに管理する洗浄記録管理部と、洗浄作業者による洗浄後の残
留物の測定データを受け付ける測定データ受付部と、測定データ受付部が受け付けた測定
データを、洗浄作業者ごとに管理する測定データ管理部と、洗浄記録管理部が管理する洗
浄履歴と、測定データ管理部が管理する測定データにもとづいて、洗浄作業者の作業習熟
度を示すスキルレベルを導出する習熟度評価部と、導出した洗浄作業者のスキルレベルを
、洗浄作業者の属性情報として登録する属性設定部と、を備える。
【００１１】
　なお、以上の構成要素の任意の組み合わせ、本発明の表現を方法、装置、システム、記
録媒体、コンピュータプログラムなどの間で変換したものもまた、本発明の態様として有
効である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、洗浄作業者の洗浄業務の習熟度を評価する技術を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例にかかる洗浄管理システムの構成を示す図である。
【図２】洗浄管理サーバの構成を示す図である。
【図３】洗浄作業者のマニュアル洗浄履歴を示す図である。
【図４】洗浄作業者ごとの測定データの履歴を示す図である。
【図５】洗浄作業者ごとの測定データの平均残留量を示す図である。
【図６】属性情報記録部に登録されるスキルレベルを示す図である。
【図７】上級者に提供される洗浄の作業手順情報を示す図である。
【図８】中級者および初級者に提供される洗浄の作業手順情報を示す図である。
【図９】出血量テーブルの例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、本発明の実施例にかかる洗浄管理システム１の構成を示す図である。洗浄管理
システム１は、内視鏡検査で使用した内視鏡の洗浄処理を管理するためのシステムであり
、内視鏡処理装置３、端末装置４、洗浄管理サーバ１０、洗浄室に配置される表示装置５
、ＩＤ読取部６および洗浄装置７を備える。図１に示す内視鏡処理装置３、端末装置４、
表示装置５、ＩＤ読取部６、洗浄装置７は、ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）など
のネットワーク２によって洗浄管理サーバ１０と通信可能に接続される。
【００１５】
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　内視鏡処理装置３は検査室に配置され、内視鏡が接続される。内視鏡処理装置３は内視
鏡が接続されると、内視鏡の識別情報（スコープＩＤ）を取得し、スコープＩＤおよび検
査に関する情報を、洗浄管理サーバ１０に送信する。検査に関する情報は、検査の種別情
報を含む。検査が開始されると、内視鏡処理装置３は、内視鏡で取得した画像データを処
理し、表示装置に体内画像を表示する。また内視鏡処理装置３は、内視鏡のレリーズスイ
ッチが押されたタイミングで撮影画像を取得する。取得された撮影画像は、画像サーバ（
図示せず）に送信されて記録される。
【００１６】
　検査終了直後、洗浄作業者は、内視鏡外表面の拭き取りと、吸引・鉗子チャンネルの吸
引洗浄を行う。この洗浄工程は、ベッドサイド洗浄とも呼ばれ、洗浄作業者は、洗浄した
内視鏡を専用容器に入れて、周囲に触れないように洗浄室に運ぶ。
【００１７】
　洗浄室において、洗浄作業者は、シンク９で内視鏡をマニュアル洗浄（用手洗浄）する
。シンク９の近傍には表示装置５が配置され、表示装置５には、洗浄管理サーバ１０から
作業手順を示す情報が提供されて、表示されてよい。このとき洗浄作業者のスキルレベル
に応じて、提供される情報が異なってよい。
【００１８】
　洗浄作業者は、送気・送水ボタン、吸引ボタン、鉗子栓などを取り外し、流水で内視鏡
外表面を洗浄する。それから洗浄作業者は、専用のチャンネル洗浄ブラシを用いて、吸引
・鉗子チャンネルをブラッシングする。また取り外した送気・送水ボタン、吸引ボタン、
鉗子栓をブラシを用いて洗浄する。
【００１９】
　洗浄作業者は、自身を識別するための識別情報（ユーザＩＤ）を記録したＩＤカードを
有し、マニュアル洗浄の開始前に、シンク９の脇に配置されたＩＤ読取部６にユーザＩＤ
を読み取らせる。また内視鏡には識別情報（スコープＩＤ）を印刷したテープが貼り付け
られ、洗浄作業者は、マニュアル洗浄の開始前に、ＩＤ読取部６にスコープＩＤを読み取
らせる。ＩＤ読取部６は、読み取ったユーザＩＤおよびスコープＩＤをマニュアル洗浄に
関する洗浄情報として洗浄管理サーバ１０に送信し、これにより洗浄管理サーバ１０は、
内視鏡と、内視鏡をマニュアル洗浄した作業者とを関連付けて記録する。なお洗浄作業者
は、ユーザＩＤを記録したＲＦＩＤタグを有して、ＲＦＩＤリーダであるＩＤ読取部６に
ユーザＩＤを読み取らせてもよい。このとき内視鏡もスコープＩＤを記録したＲＦＩＤタ
グを有して、ＩＤ読取部６にスコープＩＤを読み取らせてもよい。
【００２０】
　洗浄室には洗浄装置７が配置され、マニュアル洗浄された内視鏡は、洗浄装置７の洗浄
槽にセットされて機械洗浄される。このときＩＤ読取部８によって、洗浄作業者のユーザ
ＩＤおよび内視鏡のスコープＩＤが読み取られて、機械洗浄に関する洗浄情報として洗浄
管理サーバ１０に送信される。これにより内視鏡と、内視鏡を機械洗浄した作業者とが関
連づけて記録される。
【００２１】
　医療施設では、マニュアル洗浄された内視鏡の残留物を測定して、適切なマニュアル洗
浄が実施されているかチェックする。全数チェックが理想的であるが、チェックには一定
の時間が必要なため、現実には抜取チェックを行い、内視鏡の残留物を測定する。特に内
視鏡の蛋白残留物は、洗浄装置７で使用する高度作用消毒剤の効果を低減させるため、マ
ニュアル洗浄によって蛋白残留物が十分に除去されていることは、感染防止のために重要
である。そこで洗浄管理システム１では、マニュアル洗浄業務が適切に実施されているか
確認するために、マニュアル洗浄された内視鏡の残留物の残留量を、洗浄装置７の洗浄槽
に入れる前に測定して洗浄作業者ごとに管理し、洗浄作業者の習熟度評価に利用する。
【００２２】
　端末装置４はナースステーションに配置され、医療従事者により操作される。実施例に
おいて端末装置４は、マニュアル洗浄後の内視鏡の残留物測定データを入力するために利



(5) JP 6603145 B2 2019.11.6

10

20

30

40

50

用される。入力された残留物の測定データは、洗浄管理サーバ１０に送信されて、管理さ
れる。
【００２３】
　図２は、洗浄管理サーバ１０の構成を示す。洗浄管理サーバ１０は、検査情報受付部２
０、洗浄記録管理部２２、測定データ受付部２４、測定データ管理部２６、習熟度評価部
２８、属性設定部３０、作業手順提供部３２、作業可否判定部３４および記録部４０を備
える。これらの構成はハードウエア的には、任意のプロセッサ、メモリ、補助記憶装置、
その他のＬＳＩで実現でき、ソフトウエア的にはメモリにロードされたプログラムなどに
よって実現されるが、ここではそれらの連携によって実現される機能ブロックを描いてい
る。したがって、これらの機能ブロックがハードウエアのみ、ソフトウエアのみ、または
それらの組合せによっていろいろな形で実現できることは、当業者には理解されるところ
である。
【００２４】
　洗浄記録管理部２２は、内視鏡の洗浄情報を、洗浄作業者ごとに管理する。具体的に洗
浄記録管理部２２は、ＩＤ読取部６で読み取られたマニュアル洗浄に関する洗浄情報を取
得し、洗浄作業者の洗浄履歴として管理して、洗浄情報記録部４４に記録する。なお洗浄
記録管理部２２は、ＩＤ読取部８で読み取られた機械洗浄に関する洗浄情報を取得し、洗
浄作業者の洗浄履歴として管理して、洗浄情報記録部４４に記録してもよい。
【００２５】
　図３は、洗浄情報記録部４４において管理される洗浄作業者のマニュアル洗浄履歴を示
す。洗浄記録管理部２２は、洗浄作業者ごとに、内視鏡機種ごとのマニュアル洗浄の回数
を管理する。洗浄記録管理部２２は、ＩＤ読取部６からユーザＩＤおよびスコープＩＤを
取得すると、スコープＩＤから内視鏡の機種を特定して、当該ユーザＩＤの該当機種の洗
浄回数を１インクリメントする。このようにして洗浄情報記録部４４は、洗浄作業者ごと
に、内視鏡機種ごとのマニュアル洗浄の回数を記録する。さらに洗浄情報記録部４４は、
洗浄作業者の機械洗浄の履歴を記録してもよい。
【００２６】
　なお洗浄情報記録部４４には、取得した洗浄情報がそのまま記録されてよい。つまり洗
浄情報記録部４４には、ユーザＩＤ、スコープＩＤ、洗浄日が関連付けて記録されてよい
。
【００２７】
　マニュアル洗浄後の内視鏡に残っている蛋白残留量は、様々な試薬や機器により測定さ
れてよいが、ここでは残留量を定量的に測定できる手段を使用する。たとえば綿棒で内視
鏡外表面を所定回数こすり、綿棒についた汚れと試薬とを反応させ、試薬を測定器に入れ
て蛋白残留量を測定する検査キットを使用してもよい。蛋白残留量を測定する試薬の例と
してアミドブラック１０Ｂ色素があるが、他の試薬を使用してもよい。なお綿棒でこする
箇所は内視鏡機種ごとに定められ、測定の前提条件にばらつきが生じないようにする。
【００２８】
　測定結果は測定器に表示され、また測定器から印刷され、看護師は端末装置４から測定
データを入力する。このとき測定データとともに、洗浄作業者のＩＤ（ユーザＩＤ）、内
視鏡の機種（スコープ機種ＩＤ）、洗浄日が入力される。入力された測定データは、洗浄
管理サーバ１０に送信される。なお測定器がネットワーク２に接続されて、測定データが
、洗浄作業者（ユーザＩＤ）、内視鏡の機種（スコープ機種ＩＤ）、洗浄日とともに洗浄
管理サーバ１０に送信されてもよい。
【００２９】
　測定データ受付部２４は、洗浄作業者によるマニュアル洗浄後の残留物の測定データを
受け付ける。測定データ管理部２６は、測定データ受付部２４が受け付けた測定データを
、洗浄作業者ごとに管理する。
【００３０】
　図４は、測定データ記録部４６において管理される洗浄作業者ごとの測定データの履歴
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を示す。測定データ管理部２６は、洗浄作業者ごとに測定データを管理する。測定データ
は、内視鏡の蛋白残留量を定量的に測定した結果であり、測定データ記録部４６には、ユ
ーザＩＤ、内視鏡機種、日付および測定データが関連付けて記録される。なお図４に示す
例では、洗浄作業者Ａの測定データのみを示しているが、他の洗浄作業者Ｂ、Ｃの測定デ
ータについても同様に測定データ記録部４６に記録される。
【００３１】
　図５は、測定データ記録部４６において管理される洗浄作業者ごとの測定データの平均
残留量を示す。測定データ管理部２６は、図４に示す測定データの履歴をもとに、洗浄作
業者ごとに、内視鏡機種ごとの平均残留量を算出し、測定データ記録部４６に記録する。
測定データ管理部２６は、現在日時から近い時期に測定された所定数の測定データにもと
づいて平均残留量を算出する。たとえば測定データ記録部４６は、同一機種の直近の５つ
の測定データから平均残留量を算出してよい。平均残留量は、残留量に関する所定の基準
値と比較するために利用され、平均残留量が少なければ、マニュアル洗浄が良好に実施さ
れていることが評価され、平均残留量が多ければ、マニュアル洗浄が適切に実施されてい
ないことが評価される。
【００３２】
　習熟度評価部２８は、洗浄記録管理部２２が管理する洗浄履歴と、測定データ管理部２
６が管理する測定データにもとづいて、洗浄作業者の作業習熟度を示すスキルレベルを導
出する。習熟度評価部２８は、内視鏡の機種ごとに、洗浄担当者のスキルレベルを導出す
る。属性設定部３０は、習熟度評価部２８が導出した洗浄作業者のスキルレベルを、洗浄
作業者の属性情報として登録する。具体的に属性設定部３０は、洗浄作業者のスキルレベ
ルを、内視鏡機種ごとに、属性情報記録部４８に記録する。
【００３３】
　習熟度評価部２８は、２段階以上のスキルレベルを設定し、洗浄記録管理部２２が管理
する洗浄履歴と、測定データ管理部２６が管理する平均残留量にもとづいて、洗浄作業者
のスキルレベルを導出する。実施例では３段階のスキルレベルを設定し、スキルレベル１
は作業習熟度が高いこと、スキルレベル２は作業習熟度が普通であること、スキルレベル
３は作業習熟度が低いことを表現する。
【００３４】
　平均残留量に関して、習熟度評価部２８は、平均残留量を第１基準値および第２基準値
と比較する。たとえば第１基準値は０．５、第２基準値は１とする。平均残留量が第１基
準値以下である場合、習熟度評価部２８はスキルレベル１を導出し、平均残留量が第１基
準値より多く、第２基準値以下である場合、習熟度評価部２８はスキルレベル２を導出し
、平均残留量が第２基準値より多い場合、習熟度評価部２８はスキルレベル３を導出する
。
【００３５】
　洗浄履歴に関して、習熟度評価部２８は、ある内視鏡機種の洗浄回数が所定回数（たと
えば１００回）未満であれば、その内視鏡機種に関してスキルレベル１の設定を禁止する
。したがって仮に習熟度評価部２８が、平均残留量に関してスキルレベルを１と導出して
いても、その内視鏡機種の洗浄回数が１００回未満であれば、スキルレベルを２に下げる
。マニュアル洗浄の技術習得には経験が大きく影響するため、１００回に到達するまでは
、スキルレベル１を与えないようにする。なお平均残留量に関してスキルレベル１が導出
されている場合に、洗浄回数が基準の１００回に到達すると、習熟度評価部２８は、当該
洗浄作業者に対してスキルレベル１を導出する。
【００３６】
　属性設定部３０は、洗浄作業者のスキルレベルを、洗浄作業者の属性情報として属性情
報記録部４８に記録する。
　図６は、属性情報記録部４８に登録されるスキルレベルを示す。ここでスキルレベル１
の洗浄作業者を「上級者」、スキルレベル２の洗浄作業者を「中級者」、スキルレベル３
の洗浄作業者を「初級者」と呼ぶと、洗浄作業者Ａは、内視鏡機種ＬＬＬ、ＭＭＭ、ＮＮ
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Ｎに関しては中級者であり、内視鏡機種ＯＯＯに関しては上級者と設定されている。この
ように実施例では、洗浄回数のみならず、蛋白残留量の測定結果も加味してスキルレベル
を設定することで、洗浄作業者の洗浄作業を適切に評価できる。また内視鏡機種ごとにス
キルレベルを設定することで、内視鏡機種ごとの得意、不得意も評価できる。
【００３７】
　習熟度評価部２８は、洗浄作業者のスキルレベルを導出した後、測定データ受付部２４
が当該洗浄作業者についての新しい測定データを受け付けて、測定データ管理部２６が、
新たな平均残留量を算出すると、スキルレベルを再評価する。また洗浄記録管理部２２が
洗浄情報を取得し、当該洗浄情報に含まれる洗浄作業者の洗浄回数が所定回数（１００回
）に到達した場合も、習熟度評価部２８は、スキルレベルを再評価する。
【００３８】
　習熟度評価部２８は、属性情報として第１スキルレベルが設定されている洗浄作業者の
洗浄履歴および測定データが所定の第１条件を満たす場合に、当該洗浄作業者のスキルレ
ベルを、第２スキルレベルに変更する。第１条件は、レベルアップするための条件であり
、習熟度評価部２８は、スキルレベル３が設定されている洗浄作業者の平均残留量が第２
基準値以下となった場合に、スキルレベルをスキルレベル２に変更する。また習熟度評価
部２８は、スキルレベル２、３が設定されている洗浄作業者の平均残留量が第１基準値以
下となった場合に、スキルレベルをスキルレベル１に変更する。変更されたスキルレベル
は、属性設定部３０によって、洗浄作業者の属性情報として属性情報記録部４８に登録さ
れる。
【００３９】
　一方で、習熟度評価部２８は、属性情報として第２スキルレベルが設定されている洗浄
作業者の洗浄履歴および測定データが所定の第２条件を満たさない場合に、当該洗浄作業
者のスキルレベルを、第１スキルレベルに変更する。第２条件はレベルを維持するための
条件であり、習熟度評価部２８は、スキルレベル２が設定されている洗浄作業者の平均残
留量が第２基準値以下とならず、第２基準値を上回った場合に、スキルレベルをスキルレ
ベル３に変更する。また習熟度評価部２８は、スキルレベル１が設定されている洗浄作業
者の平均残留量が第１基準値以下とならず、第１基準値を上回った場合に、スキルレベル
をスキルレベル２または３に変更する。
【００４０】
　なお、レベルを維持するための第２条件は、レベルアップするための第１条件よりも厳
しい基準値によって定義されてもよい。習熟度評価部２８は、スキルレベル２が設定され
ている洗浄作業者の平均残留量が第３基準値を上回った場合に、スキルレベルをスキルレ
ベル３に変更してもよい。なお第２条件を第１条件よりも厳しくする場合、基準値と比較
する平均残留量は、レベルアップ後の測定データから算出される平均残留量を使用する。
ここで第１基準値＜第３基準値＜第２基準値であり、たとえば第３基準値は０．９とする
。また習熟度評価部２８は、スキルレベル１が設定されている洗浄作業者の平均残留量が
第４基準値を上回った場合に、スキルレベルをスキルレベル２または３に変更する。ここ
で第４基準値＜第１基準値であり、たとえば第４基準値は０．４とする。このように第２
条件を第１条件よりも厳しい基準値で定義することで、レベルアップした後も、スキルレ
ベルを維持するための緊張感をもたせられる。
【００４１】
　このように洗浄作業者の洗浄履歴および測定データが更新されると、習熟度評価部２８
は、その都度、洗浄作業者の習熟度を再評価してよい。このように習熟度を再評価するこ
とで、洗浄作業者に対して、スキルレベルをアップさせることへのモチベーションを与え
られる。また長期間レベルダウンすることなく上級者であり続ける洗浄作業者は優良洗浄
者として表彰し、一方でレベルダウンした洗浄作業者に対しては、再トレーニングを受講
させるなどのペナルティを課すことで、日々の洗浄作業に緊張感をもたせることが可能と
なる。マニュアル洗浄は感染防止のために非常に重要な作業であるため、レベルアップ、
レベルダウンする評価制度を導入することで、マニュアル洗浄の質を高く維持する仕組み
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を構築できる。
【００４２】
　また習熟度評価部２８は、測定データ管理部２６が算出する直近の所定数分の測定デー
タの平均値を、洗浄作業者のスキルレベルの導出に利用する。習熟度評価部２８が、スキ
ルレベル導出時に近い時期に測定された所定数の測定データにもとづいて、洗浄作業者の
スキルレベルを導出することで、洗浄作業者の最近の作業に応じた評価を行うことができ
る。
【００４３】
　以下、習熟度評価部２８により導出されたスキルレベルの利用法を説明する。
　洗浄室において、シンク９の近傍には表示装置５が配置されており、作業手順提供部３
２は、表示装置５から洗浄作業者に、マニュアル洗浄に関する作業手順情報を提供する。
このとき作業手順提供部３２は、洗浄作業者の属性情報として登録されているスキルレベ
ルに応じて、提供する作業手順情報を決定する。
【００４４】
　手順データ記録部５０は、洗浄の作業手順を示す表示情報を記録している。手順データ
記録部５０は、内視鏡機種ごとに、上級者用の作業手順情報と、中級者および初級者用の
作業手順情報とを別個に有している。上級者用の作業手順情報は、作業の各工程の順番を
シンプルにテキストで示すものであってよく、一方で中級者および初級者用の作業手順情
報は、作業の各工程における詳細を示し、且つ図解入りで説明するものであってよい。
【００４５】
　図７は、上級者に提供される洗浄の作業手順情報を示す。上級者用の作業手順情報は、
作業の各工程の実施事項の順番を示す。上級者は、表示装置５に表示される作業手順情報
をみながら作業を進め、所定のワード（たとえば「ＯＫ」）を発声すると、上から順番に
実施事項のチェックマークが点灯して、実施済みであることが入力されてよい。これによ
り洗浄作業者は、次に実施するべき事項を容易に確認できるようになる。
【００４６】
　図８は、中級者および初級者に提供される洗浄の作業手順情報を示す。中級者および初
級者用の作業手順情報は、作業の各工程における詳細な実施事項を図解入りで示す。図７
に示す作業手順情報と比べると、図８に示す作業手順情報は細かく、中級者および初級者
は、表示装置５に表示される作業手順情報をみながら、正確且つ丁寧な洗浄作業を心がけ
る。たとえば洗浄作業者が、所定のワード（たとえば、「次へ」）を発声すると、次のペ
ージが表示される。
【００４７】
　使用済み内視鏡が洗浄室に運び込まれ、ＩＤ読取部６が、読み取ったユーザＩＤおよび
スコープＩＤを洗浄管理サーバ１０に送信すると、洗浄記録管理部２２が、ユーザＩＤお
よびスコープＩＤを取得し、作業手順提供部３２に提供する。作業手順提供部３２は、提
供されたスコープＩＤをもとに内視鏡機種を特定し、ユーザＩＤをもとに属性情報記録部
４８から、洗浄作業者および内視鏡機種に登録されているスキルレベルを特定する。作業
手順提供部３２は、特定した内視鏡機種およびスキルレベルから、手順データ記録部５０
に記録されている作業手順情報を読み出し、表示装置５に提供する。これにより表示装置
５には、これからマニュアル洗浄する内視鏡機種および洗浄作業者のスキルレベルに応じ
た作業手順情報が表示される。
【００４８】
　なお内視鏡が使用された検査によって、内視鏡の汚染度は異なる。出血の多い検査種別
では、汚染度が高くなるため、マニュアル洗浄は、特に慎重に実施される必要がある。
　図９は、出血量テーブルの例を示す。出血量テーブル５２は、検査種別ごとに、出血量
の程度を記録しており、ランク１は出血なし、ランク２は出血量が少ない、ランク３は出
血量が普通、ランク４は出血量が多い、ことを表現する。
【００４９】
　検査室において内視鏡処理装置３は、スコープＩＤおよび検査種別の情報を、洗浄管理
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サーバ１０に送信する。検査が終了すると、使用済み内視鏡が洗浄室に運び込まれ、洗浄
作業者は、ユーザＩＤおよびスコープＩＤをＩＤ読取部６に読み取らせる。
【００５０】
　図２に戻り、検査情報受付部２０は、スコープＩＤおよび検査情報を、内視鏡処理装置
３から受け付け、検査情報記録部４２に記録する。その後、検査が終了して、使用済み内
視鏡が洗浄室に運び込まれ、ＩＤ読取部６が、読み取ったユーザＩＤおよびスコープＩＤ
を洗浄管理サーバ１０に送信すると、洗浄記録管理部２２が、ユーザＩＤおよびスコープ
ＩＤを取得し、作業手順提供部３２に提供する。作業手順提供部３２は、提供されたスコ
ープＩＤをもとに、検査情報記録部４２に記録されている検査情報を参照し、これからマ
ニュアル洗浄する内視鏡が使用された検査種別を特定する。
【００５１】
　作業手順提供部３２は、出血量テーブル５２を参照して、特定した検査種別の出血量の
ランクを調べる。このとき検査種別にランク４、つまり出血量が多いことが設定されてい
れば、作業手順提供部３２は、洗浄作業者が上級者であっても、中級者および初級者用の
作業手順情報を手順データ記録部５０から読み出して、表示装置５に表示させる。このよ
うに、内視鏡が出血量の多い検査で使用されていた場合には、上級者に対しても詳細な手
順情報を提示して、慎重な洗浄作業を促すことが好ましい。
【００５２】
　なお作業手順提供部３２は、上級者用の作業手順情報を表示装置５に表示させ、その際
に、出血量が多い検査で使用されたため、注意して洗浄するべきことを、表示装置５に表
示させてもよい。これにより洗浄作業者は、慎重に作業を行うべきことを認識できる。
【００５３】
　以上、本発明を複数の実施例をもとに説明した。これらの実施例は例示であり、それら
の各構成要素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした
変形例も本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００５４】
　たとえば上級者であっても、所定期間（たとえば１月）洗浄していない内視鏡機種をマ
ニュアル洗浄する場合には、作業手順提供部３２が、中級者および初級者用の作業手順情
報を手順データ記録部５０から読み出して、表示装置５に表示させてもよい。実施例で説
明したように、洗浄情報記録部４４には、ユーザＩＤ、スコープＩＤ、洗浄日が関連付け
て記録されており、作業手順提供部３２は、洗浄情報記録部４４の洗浄履歴を参照するこ
とで、前回の洗浄日を特定して、洗浄していない期間を算出できる。
【００５５】
　また作業可否判定部３４は、初級者が、出血量の多い検査で使用された内視鏡を洗浄し
ようとする場合に、当該初級者が洗浄することを禁止してもよい。作業可否判定部３４は
、ＩＤ読取部６から送信されたスコープＩＤをもとに、検査情報記録部４２に記録されて
いる検査情報を参照し、これからマニュアル洗浄する内視鏡が使用された検査種別を特定
する。作業可否判定部３４は、出血量テーブル５２を参照して、特定した検査種別の出血
量のランクを調べる。このとき検査種別にランク４、つまり出血量が多いことが設定され
ていれば、作業可否判定部３４は、洗浄作業者が初級者である場合に、当該洗浄担当者に
よる洗浄を禁止する。たとえば作業可否判定部３４は、作業を、中級者以上の他の作業者
に変わってもらうべきことを、表示装置５に表示してもよい。
【符号の説明】
【００５６】
１・・・洗浄管理システム、２・・・ネットワーク、３・・・内視鏡処理装置、４・・・
端末装置、５・・・表示装置、６・・・ＩＤ読取部、７・・・洗浄装置、８・・・ＩＤ読
取部、９・・・シンク、１０・・・洗浄管理サーバ、２０・・・検査情報受付部、２２・
・・洗浄記録管理部、２４・・・測定データ受付部、２６・・・測定データ管理部、２８
・・・習熟度評価部、３０・・・属性設定部、３２・・・作業手順提供部、３４・・・作
業可否判定部、４０・・・記録部、４２・・・検査情報記録部、４４・・・洗浄情報記録
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部、４６・・・測定データ記録部、４８・・・属性情報記録部、５０・・・手順データ記
録部、５２・・・出血量テーブル。
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